
柳橋師匠が落語の魅力を教えます！

落語とは…

初心者でも楽しめる！

　江戸時代に作られた落語の中からずっと語
り継がれてきたものが古典落語。一方、新作
落語は戦後に作られたもので、多くの演目が
社会を風刺した話です。私たちの生活文化と
なじみ深い内容の話を聞くこともできるの
で、初心者の人は新作落語から聞き始めるの
もオススメかも。　

古典落語と新作落語

噺
はなし

の最後に「オチ」がつくのが特徴。歌舞伎などの伝統芸能と違い、身振り
と手振りのみで噺を進め、一人で何役も演じます。衣装や舞台装置などを極
力使わず、演者の技巧と聴き手の想像力で噺の世界が広がっていく、とても
シンプルで身近な芸能です

　落語には本題に入る前に話す「マク
ラ」というものがあります。ここで
は、聴き手をリラックスさせたり、本題に出
てくるわかりにくい言葉をさりげなく説明し
たりして、会場の雰囲気を温めるパートで
す。ほとんどが落語家のオリジナルで、自身
を最大限にアピールする場でもあります。　

マクラの面白さ
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針谷 力 春風亭 柳橋さん

古河市長 落語家 / 古河大使

　落語は古くて難しそう…そんなイメージをお持ちではありませんか？
伝統芸能だからといって身構えずに、寄席の自由な空間をぜひ、満喫し
てください。

おすすめの演目 会場での楽しみ方

寄席はいつ、どこでやってるの？
　　落語芸術協会が出演している寄席は、浅草演
芸ホールなど都内に数カ所あり、年末の数日間
を除き毎日開かれています。
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者
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け
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チケットの料金や入手方法は？　　
　2,500 円程度で窓口販売の当日券のみです。

行くときの服装は？
　普段着で気軽にお出かけください。なお、最
近では着物で来場した人に特典が有る寄席も増
えています。

寄席でのマナーは？
　入退場は自由ですが、高座の切れ場(演芸と演
芸の間)にするようにしましょう。公演中の飲食
が可能な寄席もあります。

芝浜
　名人円朝が三題噺として作り、三代目桂三
木助が完成させた代表的な名作落語。特にオ
チが秀逸です。いろいろな噺家で聞き比べる
のも楽しいかも。

ここがポイント！

長屋の花見
　いかにも落語らしい落語。長屋に住む江戸
っ子たちが、貧乏を思い切り笑い飛ばす、笑
いどころが盛りだくさんの楽しい落語の代表
作です。

ここがポイント！

～公演スケジュール～

詳細は
こちら

1/4㈫・5㈬　　新宿末廣亭　　　11:20～
1/5㈬　　　  　横浜にぎわい座　14:50～
1/7㈮・10㈪ 　池袋演芸場　　　13:30～

1/15㈯～20㈭  浅草演芸ホール　19:50～
※交互出演のため上記のうち3日間の出演。
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